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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第84期

第２四半期
連結累計期間

第85期
第２四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 9,479,643 9,200,839 19,577,479

経常利益 （千円） 129,221 98,641 266,048

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 78,929 61,283 172,258

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 13,150 171,480 364,948

純資産額 （千円） 8,173,274 8,534,924 8,475,758

総資産額 （千円） 16,494,043 17,393,809 17,084,578

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 8.00 6.28 17.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.6 49.1 49.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 109,834 106,951 415,320

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 149,758 125,721 28,464

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 234,647 △125,977 99,830

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,757,712 2,918,396 2,811,664

 

回次
第84期

第２四半期
連結会計期間

第85期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.31 5.63

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　     ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

　　(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業収益を背景に雇用・所得環境の改善が続く中で、

設備投資や個人消費の持ち直し等から、内需主導の緩やかな回復基調にあります。

　紙パルプ業界におきましては、段ボール原紙や紙器用白板紙など板紙の国内出荷量が、食品関連需要の増加に

よって前年同期実績を上回りました。一方で、印刷用紙においては保険・金融関連が堅調で、通信関連・通販カタ

ログ・カレンダー需要等にも動きがあったものの、紙の国内出荷量全体としては前年同期実績をやや下回りまし

た。

　このような経済状況のもとで、当社グループは第９次３ヶ年計画の最終年度を迎え、安定的に収益をあげられる

高収益基盤の確保を、最重要課題として取り組んでまいりました。しかしながら、特殊紙関連分野の需要が伸び悩

んだことや、紙媒体をめぐる需要構造の変化によるマイナス影響等により、当社が主力としているファンシーペー

パー・ファインボード・高級印刷紙の特殊紙３品目を含むすべての品目で前年同期実績を上回ることができません

でした。

　その結果、売上高は92億円（前年同四半期比2.9％減）となりました。利益面では経常利益は98百万円（前年同

四半期比23.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は61百万円（前年同四半期比22.4％減）となりました。

 

＜当社の商品別の概況＞

　当社グループは、和洋紙の販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであり、当社の和洋紙卸売業の売上高

は連結売上高の90％超を占めるため、当社の商品別の概況を記載しております。

品目別

前第２四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

 増減率（％)

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

ファンシーペーパー 2,133 23.8 2,091 24.0 △2.0

ファインボード 1,042 11.7 958 11.0 △8.1

高級印刷紙 2,101 23.5 2,077 23.9 △1.1

ベーシックペーパー 2,528 28.3 2,475 28.5 △2.1

技術紙 992 11.1 972 11.2 △2.0

その他 142 1.6 120 1.4 △15.2

合計 8,940 100.0 8,696 100.0 △2.7

　　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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［ファンシーペーパー］

　多様な色、表面性、風合いを持ち装飾性の高いファンシーペーパーは、デザイン企画部門への継続したＰＲ活動

や各種商品展示会の開催の結果、書籍向けが若干回復、また東アジア向けの輸出も好調に推移しました。しかしな

がら封筒等の紙製品や販促物等の小口商業印刷用途が低調に推移し、売上高は20億91百万円、前年同四半期比

2.0％の減少となりました。

［ファインボード］

　ファンシーペーパーの高紙厚品（板紙）で、高級商品のパッケージ、書籍表紙、各種販促物に使用されるファイ

ンボードは、パッケージ需要の伸びに一服感があり、各種販促物や音楽関連商品の動きも低調に推移したため、売

上高は９億58百万円、前年同四半期比8.1％の減少となりました。

［高級印刷紙］

　ハイグレードな印刷用途、名刺、カード、書籍類に使われる高級印刷紙は、書籍用途や封筒、名刺等の紙製品が

堅調に推移しましたが、高級パンフレット、カレンダーや冊子等の商業印刷物の販売量が伸び悩み、売上高は20億

77百万円、前年同四半期比1.1％の減少となりました。

［ベーシックペーパー］

　上質紙、コート紙、色上質紙、包装用紙、各種板紙等のベーシックペーパーは、書籍向けや医療品・化粧品パッ

ケージ用途等が堅調に推移しましたが、商業印刷物用途や海外向け販売量の減少が影響し、売上高は24億75百万

円、前年同四半期比2.1％の減少となりました。

［技術紙］

　通常の紙にない特殊機能を付与した技術紙は、各種工業品製造用工程紙や合成紙の販売量は増加しましたが、耐

水撥水性機能紙、各種製造用原紙等の需要変動が大きく、売上高は９億72百万円、前年同四半期比2.0％の減少と

なりました。

［その他］

　ペーパータオル等家庭紙の販売量は前年並みでしたが、製紙関連資材や各種紙加工製品の販売量が低下し、売上

高は１億20百万円、前年同四半期比15.2％の減少となりました。

 

　　(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比

べて１億６百万円増加し、29億18百万円となりました。

 

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は１億６百万円（前年同四半期比2.6％の減

少）となりました。これは主に、売上債権の増加及び仕入債務の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果獲得した資金は１億25百万円（前年同四半期比16.1％の減

少）となりました。これは主に、投資有価証券の償還による収入の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は１億25百万円（前年同四半期は２億34百万円

の獲得）となりました。これは主に、短期借入金の減少によるものであります。

 

　　(3）経営方針・経営戦略等

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

　　(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　　(5）研究開発活動

 該当事項はありません。

 

　　(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,908,000

計 19,908,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,116,917 10,116,917
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 10,116,917 10,116,917 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
－ 10,116,917 － 2,107,843 － 1,963,647
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

特種東海製紙株式会社 静岡県島田市向島町4379番地 814 8.04

王子エフテックス株式会社
東京都中央区銀座５丁目12番８号

王子ホールディングス１号館
745 7.36

平和紙業取引先持株会 東京都中央区新川１丁目22番11号 553 5.46

日本製紙株式会社 東京都北区王子１丁目４番１号 383 3.79

北越紀州製紙株式会社 新潟県長岡市西蔵王３丁目５番１号 306 3.02

小島　勝正 東京都新宿区 284 2.81

富士共和製紙株式会社 静岡県富士市久沢１丁目１番２号 269 2.65

東京製紙株式会社 静岡県富士宮市小泉866 245 2.43

清家　豊雄 東京都多摩市 221 2.19

春日製紙工業株式会社 静岡県富士市比奈760番１号 202 2.00

計 － 4,025 39.79

 （注）上記のほか、自己株式が404千株あります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　404,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,710,700 97,107 －

単元未満株式 普通株式　　　2,217 － －

発行済株式総数 　　　　 10,116,917 － －

総株主の議決権 － 97,107 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

平和紙業株式会社

東京都中央区新川

１丁目22番11号
404,000 － 404,000 3.99

計 － 404,000 － 404,000 3.99

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、双葉監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,811,664 2,918,396

受取手形及び売掛金 ※ 5,667,728 ※ 5,708,582

電子記録債権 ※ 976,457 ※ 1,156,133

有価証券 100,000 -

商品 3,676,763 3,660,827

貯蔵品 66,356 60,821

その他 177,003 193,773

貸倒引当金 △6,387 △6,611

流動資産合計 13,469,584 13,691,922

固定資産   

有形固定資産 838,418 831,437

無形固定資産 25,501 22,194

投資その他の資産   

投資有価証券 2,332,738 2,490,502

その他 424,581 363,996

貸倒引当金 △6,244 △6,244

投資その他の資産合計 2,751,074 2,848,254

固定資産合計 3,614,993 3,701,886

資産合計 17,084,578 17,393,809
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 5,485,052 ※ 5,751,736

短期借入金 2,323,782 2,312,647

未払法人税等 56,106 37,850

賞与引当金 71,103 58,442

その他 208,748 199,768

流動負債合計 8,144,792 8,360,445

固定負債   

退職給付に係る負債 189,497 195,524

資産除去債務 63,468 64,135

その他 211,060 238,778

固定負債合計 464,027 498,439

負債合計 8,608,820 8,858,885

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,107,843 2,107,843

資本剰余金 2,331,387 2,331,387

利益剰余金 3,540,728 3,552,697

自己株式 △123,856 △186,856

株主資本合計 7,856,103 7,805,072

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 615,095 725,706

為替換算調整勘定 4,559 4,145

その他の包括利益累計額合計 619,654 729,851

純資産合計 8,475,758 8,534,924

負債純資産合計 17,084,578 17,393,809
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 9,479,643 9,200,839

売上原価 7,679,414 7,487,757

売上総利益 1,800,228 1,713,082

販売費及び一般管理費 ※ 1,709,005 ※ 1,662,230

営業利益 91,223 50,852

営業外収益   

受取利息 3,155 712

受取配当金 19,289 29,895

受取賃貸料 18,905 22,032

その他 5,111 4,150

営業外収益合計 46,462 56,790

営業外費用   

支払利息 3,681 3,522

賃貸用資産減価償却費 2,816 2,489

為替差損 － 679

その他 1,967 2,309

営業外費用合計 8,464 9,001

経常利益 129,221 98,641

特別損失   

固定資産除売却損 229 555

ゴルフ会員権評価損 － 825

特別損失合計 229 1,380

税金等調整前四半期純利益 128,992 97,260

法人税、住民税及び事業税 22,815 24,812

法人税等調整額 27,247 11,165

法人税等合計 50,063 35,977

四半期純利益 78,929 61,283

親会社株主に帰属する四半期純利益 78,929 61,283
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 78,929 61,283

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △32,854 110,610

為替換算調整勘定 △32,923 △413

その他の包括利益合計 △65,778 110,196

四半期包括利益 13,150 171,480

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 13,150 171,480
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 128,992 97,260

減価償却費 35,768 27,997

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,264 △12,659

ゴルフ会員権売却損益（△は益） － 825

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17,922 223

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △687 6,026

受取利息及び受取配当金 △22,445 △30,607

支払利息 3,681 3,522

固定資産除売却損益（△は益） 229 555

売上債権の増減額（△は増加） 374,514 △220,648

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,583 21,128

その他の流動資産の増減額（△は増加） 21,719 △26,421

仕入債務の増減額（△は減少） △293,557 266,726

その他の負債の増減額（△は減少） △9,923 △18,009

その他 29,039 602

小計 200,560 116,523

利息及び配当金の受取額 24,302 31,800

利息の支払額 △3,621 △3,584

法人税等の支払額 △111,406 △37,787

営業活動によるキャッシュ・フロー 109,834 106,951

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,312 △7,184

有形固定資産の売却による収入 － 43

無形固定資産の取得による支出 △831 －

投資有価証券の取得による支出 △71,271 △19,354

投資有価証券の償還による収入 200,000 100,000

その他 23,173 52,216

投資活動によるキャッシュ・フロー 149,758 125,721

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 308,277 △10,945

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △4,553 △2,718

自己株式の取得による支出 △36 △63,000

配当金の支払額 △69,040 △49,314

財務活動によるキャッシュ・フロー 234,647 △125,977

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,598 35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 489,641 106,731

現金及び現金同等物の期首残高 2,268,071 2,811,664

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,757,712 ※ 2,918,396
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。
  なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
　前連結会計年度

（平成29年３月31日）
　当第２四半期連結会計期間

（平成29年９月30日）

受取手形 －千円 339,985千円

電子記録債券 － 147,220

   

支払手形 － 44,353

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

給料手当 506,438千円 499,397千円

賞与引当金繰入額 81,873 55,519

退職給付費用 45,357 45,984

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 2,757,712千円 2,918,396千円

現金及び現金同等物 2,757,712 2,918,396

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 69,040 7 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

（注）平成28年６月29日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、創立70周年記念配当２円を含んでおります。

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月10日

取締役会
普通株式 49,314 5 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 49,314 5 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 48,564 5 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

 当社グループは、和洋紙の販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8円00銭 6円28銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
78,929 61,283

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
78,929 61,283

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,862 9,746

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成29年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）配当金の総額………………………………………48,564千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月４日

（注）　平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月６日

平和紙業株式会社

取締役会　御中

 

双 葉 監 査 法 人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 菅野　　豊　　印

 

 

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 庄司　弘文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている平和紙業株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、平和紙業株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成29年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成28年11月４日付で無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成29年６月28日付で無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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